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5.捕獲場
カ刈?あL

まだ8月というのに夏は駈足で去り秋
おって

が追手の如くにやってきた。そして，だ
はっき さ

しぬけにその特色を発揮したo ~は冴え
おのづ す からだ

人の心も白から滋み，気は静かに，体もま
ゆた おば

た何となく豊かなるものを覚えるが同時
こ己ち さび

に物足らぬ心地がLて淋しさを感ずる
いっせい さけりょう はじ

だが. 9月に人ると，一斉に鮭漁が始

まり，ある liは捕獲に. j:首嫡事業に，尚
取引に. )JUTに，またある者は密漁に，

うさよ

そしてその防I卜.に……と浮Itl:の波は鮭を
ざわ

めぐって騒めき，すべての缶がこの魚に
けいちゅう もっといそが

傾注するのである。事業場で最も忙し

いのはこの頃である。
ふ ゅうゅう み

秋はさやかに更け，悠々の天地に身を
お とこしえ うつ

置いて，色永遠の大空の下にあって，変
ぞんぶん なが

りゆくその美しさを存分に眺めたし、と思

っても心にうわ掲りを生ずるのは何とし
やと いか こうじっ

た事だろう。}歪わるる者は如何なる口実
ていきい も どれい ま也

と体裁とを以っても多少の奴隷たるを免
ふうが たの ひま

かれなL、。秋の風雅を楽しむ暇など全く

無いのは残念である。
さら ふか ら〈ょうLょうかっしょ〈

秋は更に深まり，落葉松が褐色となり

きば もみヒ Lん〈 そま

樹木は全く黄葉み，紅葉は真紅に染る頃
じゆく ま

鮭は次第に熟し棚上の数を消して来た。
つぷ

今にもぶつ潰れそうな堀立小屋の捕獲
ますます でいP はげ

j坊主増々人の出入が激しくなり，夜とな
せま

く主主となく大勢の人間が集る。狭L、小屋

の中には瞬化場職員および使役人，船頭，
はらいさげ

漁夫それに払下を受ける業者，それらと

取引する尚人，魚菜市場の職員， トラッ

クの運転手，密漁取締の警rrY.漁ありと
たの は

聞いて頼みもしないのに馳せ参じ手伝を

ずる農夫達，その他雑多な連中が汗とコ
なまずさ こうふん

ム靴と魚の生臭い中で昂室のうちにとぐ
ま

んを巻くのである。
じんとう

i直営捕獲場では総て主任が陣頭に立つ
しき と とうぜん

て指揮を執る。これは当然で‘ある。だが捕
しっとう

獲親魚の採卵執刀および人工授精だけ

は決して他人へはやらせなかった。思う

に， これはどこの事業場主任であっても
もっと すうこう

同じように自己を最も崇高なるものに高

める作業なのだと察する。これあるが故
えいかん

に技術者の栄冠?を得てし、るのである。
ゆえん いち巴

農林技官の技官たる所以は実にこの一事



にかけているのである。この自己意識が
ささ ほこ

彼の一生を支える重大な誇りとなってい

る。そして使役人や一般部外者と共に在
か巴ょう

る時，彼はこの意識を過剰なほど、に表わ
ひろう

し i 農林技官」をたっぷりと披露する。
いげん いあっ げんわ〈

他の者達はこの偉厳と威圧に幻惑され彼

の言葉をもっともとしてしるO 主将も判
定ん たと まちが ふごうり

間iもない，例え間違い，不合理と知りつ
したカミ

つもそれに従うのである。ここにi伺人|
< ~っ

と「官jとの区別があった。
ひとくぎり おちつ

そして一区切の仕事が落着いた時， 主
ちやわんざけ ふるま

任は一同に茶碗酒を振舞うのだがそれは
っと ぎよばおやかた

官庁勤めの官吏と言うより漁場の親方と
ょこめ きかぴん

言った感じだった。績目でジロリと酒瓶
にら たの うど

を悶みながらそれを楽しみにして動き廻
かわ 田う

っていた彼等は渇いた者の如くに存み飢
〈ら げた

えた者の古1Iくに喰った。男物の下駄くら
きりみ ぐ

いに大きい鮭の切身をまだl換えるぞと言
"$つき たい

った顔付て、ペロリと平らげてしまうので
ある。

だいき L どどう

砕うほど、に一同は代議士の如く，怒号
しゃべ ちっと

のuuく喋りまくったわ農民は近頃は些も

鮭り配給を Lてくれないと護き，警官は
まこv、ぐー
hjBの悪さに不平をこぼし商人は議提
かく もうか せんげん

を隠しながらさっぱり儲らぬと官.言L.

襲五達はお漁であっても日給が同額で品

鹿臭ぶと叫ぶ。それらの言葉は附化場職

員にi谷せられた。東海は職員の 1人とし
A んかい

て弁解よるために， ソ連抑留時代の浮虜

生活を語り，自分こそ損をLている第 1
人者であるといったcだが，みんなは何か

あるごとに東海より得意気に語られるこ

の話は大低の者がすでに暗記さえ Lてい
こうか

たために何の効果もなかった。主任はさ
いふう

っきの「官 1の威風とはまるで違う個人
の

になりきっていたn 彼は酒を存むと毎度
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。ち こぼ:

のように過去の生活について愚痴を零す
くす

のだったO 灰色に慢んだ過去の事業場生

活を思い出すのでさえ重苦しそうに，涙
なぐさ

ながらに語るのであるが誰一人として慰
あた よ

めを与え同情を寄せるi者はL、なかった。

彼は過去30余年の間，毎年数千万尾
まと

?稚魚を放流しながら鮭の人工瞬化を正

面に信じ，それ一筋に生きて来たにもか
げんたい

かわらず年々漁獲は減退L.やIのために
わか

一生を送ったのか解らなかった。今まで
しの ぎんき た

不便を忍び惨憾に耐えながら事業場生活

が全く無益で、あったと言うのである。さ
Hんきよ

りとて退職し隠居したL、と思っても，士:
たま

i也や家を買う智:の金が貯ってレるのでも
Lの

なかった。彼はわが身の老年と共に忍び
よ さびささ こ Dつ

寄った言い知れぬ淋Lさに細やかな孤立
ふんいき つつ

の雰囲気に包まれていた。 だが，それは
ぷんべん

I度，女が分娩の時のように，そういう

時には，他の者は，全く無関係で，たと
おっと

へ最愛の夫であっても， どうしようもな

L、無意味な役割と化す以外にはないので
〈らく

あるc ましてやいかに苦楽を共にした職

員であっても，こういう問題は手のつけ

ようもない事であるのまさに， 自分だけ
:1; 

の世界であり，自分だけが負わなければ
〈白う

ならない苦悩である。結局，独力で， ど
巴つぞん ひとすみ ひと

こかLら実存の速い一隅で独り，ひっそ
ひか

りと控え目に残りの生涯を送るより手は
むやみ いぱ ち

!t_い。今となって無闇に威張り散ら Lた
あわ よそ

り逆に表れを装って同情を乞うても，他

人には何の関係もない事なのだ。それで
〈どく なき

品第は口説のを止めなかった。 主ゑでま

上戸ではないかと思われる程に綿々と来

しなく語り続けるのだった。

やがて早い秋の夕暮が，いつの間にか
あたU つつ

間関をスツポリと包んでいたσ 小犀のrt1
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の一同Ii.主任のそんな泣事などにかま
よひ あかかぶ

ってはL、なかった。酔にまかせて赤蕪み
わめ ち

たいな顔をして勝手な事を喚き散らして
t，び げんえv、

いた。 彼等の魂はIfFi赤色を'計て幻影を追
せま〈る ひと、、き

うimく， この狭苦しい人息の空間を無茶
とか

苦茶に飛び交うのである。外には，大き

な満月がゆっくりと昇り始めた。ほとん
かがみ

ど身じろぎもせぬ樹木の校の影と，鏡の
ゅうじゃく

ように流れる川の幽寂が，魂をとろかせ
あい

ろょうだった。だが，書小犀:の中は相
カ刈 I二r台、さわ
変らずの馬鹿騒ぎ、だった。そして最後は

げれつ

いつも間連いなくそうなるように下劣な
ろう こうちょう

る情に心を労L高潮していった。東海は

し、し、気になってソ連の女と日本の女のア
巴ょうず

レの技術はどちらが k子だったかをまこ

としやかに一向に語っていた。みんなは，
かたむ おか

彼の話に耳を傾けながら，可笑しくてた

まらないという風に，大声で笑っていた。
うな

その時である。異様な騒音が捻り，次
なにごと

第に高まってきた。同は何事かと騒ぎ

をll-.めたの 虚宅を見上げて， ロシヤ女を
おも しゅんかん

想い浮べていた東海の目玉も，その瞬間

でピタリと停!卜.した。ただならぬざわめ

きの古ーである。
きょうがく うち

「何だ〆 あれは.'Jと誰かが驚侍に打
ふる きょうふ ふ〈 ひびき 曳け

震え，恐怖さえ合んだ響きをもって叫ん

だ。 I何の青だ…一休， あれは・・・|と，
たちあが

東海が狂気のように立上って窓から外を
ぎようてん

見たのそ Lて目玉をむいて仰天した。

!ーややっ〆 東I~の大群だ〆|一同はワツ

と立 1--_って窓にささり込んだ。

川はゴボゴボと煮えくり返ったように
ひしめ

波、ヶって，魚、の背が川幅一杯に緯き合っ

ていたc しかも，それが. 50m程も長く

われ、て， ウライにささり込んでいたの み

んな外に11¥てみたが， との光影には，た

ほうぜん なが

だあっけにとられて疋然と眺めているだ
けんとう

けだっ子。何千尾いるのか見当もつかな

かった。これは一体何という事だ/
ぽうだ ふる

主任は川岸に棒¥/.ちになって，震える
ひく つぶや

ような{氏い声で肢いていた。

「……生れて始めてだ，始めてだ， こん

な事は…・・・始めてだ……|
そそ ほ〈と ぎんDん

月光は魚の背に注ぎ，北斗の光は銀鱗
またた しぶき

に瞬き. )11水は繁l吹をあげて，幾千万の
しんじゅハきぎよく かがや

頁珠碧玉を散らしたかのallくに輝L、てい

た。美Lや，神の光なり，一同はただ悦
こっ

惚として，この光景5を眺めていた。
たちま

ウライは忽ち一杯になり，鮭共は無茶
島ぱ くる とぴあが

苦茶に暴れ狂って飛kっていた。私は，
つった

あっけにとられて，ぼんやり突なってい
こづ

たf¥頭を小突いて言った。
「ボサーとしてねえでさっさと魚を蓄養
うつ

池へ移しなO 早く〆 1
われ かえ

みんなは吾に帰って，その仕事にとりか

かった。しかし小さな蓄養池は，見る
ま

間に一杯となり.u白:ちに採卵の準備に
移った。蓄養池の鮭は続々とデッキの上
あ あばまわ

に揚げられて一層強く抗気のauく暴れ廻
いDみだ

った。そして，生ぎた鮭と人間とが入乱
みなぎ

れて戦場のような混乱が躍り何とも言え
とうふんおぼ とんぼうも

ぬ昂奮を覚えた。人々は，手に根棒を持
な〈ーころ ころ

って，手当り次第に撲り殺した。殺Lて
ぁ

も殺しても，魚は次から次から揚げられ
むちゅう

るので，みんな夢中だった。警官も警棒
ふりまわてつだ 介。
を振廻して手伝ったの主任も鮭の頭を撲

わめ

りながら夢中になって喚いていた。
たい

「大漁だ，大漁だ，こりや大したもんだ，
たい

なんちゅうこった，大した魚だ……|
なお っ-1' こうふん うちふる

主任は猶も怯やきなら昂奮に打震えてい
白うり

た。彼の脳押ーには 30有余年の間， 人知
ひら

れず苦労Lてきた思い111の数々が問めい



むくひ

た，一体，いっその，報が来るのかと激
しが

しい失望に打ち仕枯れた事が何度あった

事だろう。彼には自分の仕事の効果の科

学的証明はどうでもよかった。ただ過去
きせき

の30余年の苦労と， 今のこの奇蹟的大

漁だけが結びついた。彼はだしぬけに，
ほっさ あお さ¥j"

発作の如く天を仰いで大声で叫んだ。

「大漁だあ-/ 俺の魚が帰って来た，
もど

俺の魚、が戻って来たぞ一つ〆」と手近に

あった紙を向くさし上げた。魚は主任の
す̂ ' ;t 

手からぬるりと滑り落ちた。彼は再びパ
にまわ お はげ

タパタと逃げ廻る魚、を追L、ながら， ?:'!! L 
ひっし つぶや

く，必死になって，大声でi咳いた。まる
こじさ ま ひろ

で乞食がぱら撒かれた金をJ合うように夢

岩手県大槌川に於いて

鮭資源維持の試験研究着手

東北大学防教授佐藤降平氏が河川管理

を主体とした鮭鱒資源維持の試験が計画

されている。この研究に文部省の試験研

究補助金の援助も行われるが，これ等の

研究は，北海道としても充分検討して見

る必要のあるもので，本場の北海道に先

んじて，内地で行われる事ははなはだ情

げない話しであるが研究の内脊もはなは

だ主主要なものであるので，その研究の概

要を述べると次の通りである。

研究目的:鮭鱒資源、を維持するために

は，その生活史を通じて，各時期別にこ

れを適合した管;理を行うことが必要であ

る。一一」り鮭資源は河川生活期において，

その 80%以上が損耗するといわれてお

り (Neave1952)，この時期の管理がき

わめて必要であることが示唆されてい

るη この河川生活期の鮭資源維持の基本

(1，河川環境を好適な状態に維持するこ

とおよびその生存の障害となっているわ
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中だった。
よこ

「俺のだ，俺の魚だ，それを寄せ〆

{奄の魚が帰って来たんだ」 巴ょうけい

一同は再び呆然、と突:なって， この情景を
なカミ

眺めていた。
なほれんこ わあが

主任は尚も連呼し，次第に湧き上って
きはくう つ

来る勝利の気塊に打たれ， i~かれた者の
ぜっきょう

如く，魚を振り廻して絶叫した。彼の周
あ るいるい

聞には，今，揚げられた鮭が，累々と積
きづ なお

み重ねられ，山を築いていた。彼は尚も
白ど さ ぜっきょう

日間喉を裂いたように絶叫していたわ

「俺のだ・・..{i貨の魚が帰って来たんだ|
てら

月光はささやかにこの老主任を照らして

L、7こO

あらゆる悪条件を駆逐ずることにあると

考えられる。この二つの点を満足させる

ための対策を実施L，その効果について

検討を加えようとするものである。

某礎となる研究成果および現在までの

研究状況の概要:米国コロンビヤMにお
いては，水力用ダムおよび瀧瓶用水路等

の産業開発に平行 Lて，鮭資源の維持に

尽大な努力がはらわれている。佐藤氏は

この管理方式を 1カ年余にわたって親し
く調査した。 また R.Vancleve W F. 

Thompsonおよびc.E. Atkinson等の
協力を得て， この管理の効果を検討し た

結果，数種の鮭資源が減少せずに維持さ

れていることを指摘した。この管珂方式

の原理は要するに天然環境を好適な状態

に維持することにつきると判断されるい

そこでこの管理方式をわが国に導入して

検討しその効果を詳細に検討 Lょう土

するものである。(大久保〕




